
『点訳フォーラム』より 

【質問１】 

ル・モンド紙という言葉がでてきました。「ル・モンド（世界）」意味ですが、フォーラムの語例に「ル■モン

ド」とでてきたので「ル■モンドシ」分かち書きはわかるのですが、なぜ切るかわかりません。 

 

「Le（ル）」はフランス語の冠詞で英語でいう「The（ザ）」と同じに考えてマスあけすると考えてはみ

たのですが・・・。 

 

ル・モンド  →  ル■モンド 

（「ル」は冠詞としての働きが明確） 

 

 

【回答１】 

ル・モンド紙の切れ続きについてはお考えの通りです。「ル」は英語の「the」と同じですし、この場合、

定冠詞としての働きが明確ですので区切って書きます。ア・ラ・モードやア・ラ・カルト、カフェ・ラ・テの「ラ」

もフランス語の定冠詞ですが、これらは日本語として定着した外来語ですので、一続きに書きます。 

 

 

【質問２】 

フランス語の地名です。長い地名は判断できませんでした。  

リスル＝シュル＝ラ＝ソルグ 

サン＝シル＝オー＝モン＝ドール 

２つです。 

 

 

【回答２】 

リスル＝シュル＝ラ＝ソルグは、 l'isle sur la Sorgue で、「ソルグ川沿いの町」の意味のようです。リ

スルが街、sur は～沿いの意味、ラソルグはソルグ川ですので、リスル■シュル■ラソルグと書いてよい

と思います。サン＝シル＝オー＝モン＝ドールは、saint-cyr au mont d'or で、モンドールは山の名前、

そして、au は男性名詞に付く前置詞です。～オーモンドールという街が周囲に数多くあります。saint-

cyr は聖シルで人名です。サンシル■オーモンドールと書いてよいと思います。 

  

 リスル＝シュル＝ラ＝ソルグ  →  リスル■シュル■ラソルグ 

 サン＝シル＝オー＝モン＝ドール  →  サンシル■オーモンドール 

 

 

【質問３】 

ニュー・シネマ・パラダイスの分かち書きは？ 

 てびき 103 ページ 備考 点字で本来一続きに書く語は中点を省略しということで、「ニューシネ

マ」と続け、「・パラダイス」はてびき 102 ページ（２）②誤読を避けるためや語句の切れ目を明らかにす

る為に用いられている中点なので、省略し、その部分を一マスあけて書いて「ニューシネマ■パラダイ

ス」でよろしいでしょうか？ 



【回答３】 

文字通りの「ニューシネマのパラダイス」でしたらお考えの通りなのですが、「ニュー・シネマ・パラダ

イス」という映画もあるようです。映画のタイトルでしたらニュー■シネマ■パラダイスになります。映

画の内容を見ると、小さな村に住んでいた主人公が、焼失した映画館を再開し、その映画館が「新パラ

ダイス座（Nuovo Cinema Paradiso ニューシネマパラダイス）」ということです。「ニューシネマのパラ

ダイス」ではなく、「シネマ■パラダイス」の「ニュー」でので、分かち書きを含む複合語全体に「ニュー」

が付いた形になります。 

 

ニュー・シネマ・パラダイス → 二通りの考え方 

１つ目は、「ニューシネマのパラダイス」ということで    

→ ニューシネマ■パラダイス 

  ２つ目は、映画のタイトルで 

   → ニュー■シネマ■パラダイス       

 

 

【質問４】 

五十歩百歩は「数５０ポ■ヒャッポ」と点訳フォーラムの語例であったのですが、「五十」は数字で、「百」

は仮名で書くのはなぜですか？ 

「五十歩」がてびき３３ページ（１）の数を含む言葉は数字で表すことを原則として「百歩」はてびき３５

ページ（４）数量や順序の意味が薄れた言葉として考えられますか？ 

 

【回答４】 

五十歩百歩は、全体として具体的な数の意味は薄れていますが、５０は読みやすさや分かりやすさ

を考慮して数字で表記することが定着しています。 

  数５０ポ■ヒャッポ 

 

 

【質問５】 

紫式部本人による現代語訳「紫式部日記」の中に出てくる文章で漢数字の「一」の書き方で、「数符１」

と表記してもいいでしょうか？それとも、「いち」と仮名でかくのでしょうか？ 

〈以下文章です〉 

わたしは人前では漢字を書いておりません。もっとも簡単な真名というのは？一、ですね。この、一、の

字をすーっと横に引いたりもしなかった。 

 

 

【回答５】 

「一」は、あくまでも数字を意味しますので、数１と書き、この文の場合は最初の「一ですね」のところ

で、数１（カンスージ）と入れてはどうでしょうか。 

 

 一、ですね。 →  数１（カンスージ）、デスネ →     

 数あ七カンスー濁し七、無濁てすね。 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

中点の使い方「１・２・３・４・５・１・２」「月・火・水・木・金」と、「タララータララー」「タララララタララララー」

のマスアケを教えてください。 

以下の文の中に出てきます。 

 

 何度も考えた末、もしかすると、その原因となっているのがこの、７拍子というリズムにあるので

はないかと思ったのです。「１・２・３・４・５・１・２」というリズムが、日常から輝きを奪っている・伊福部昭のゴ

ジラのテーマを思い出してください。あの曲は変拍子で、効果的に５拍子が登場することによって恐怖

を与えているのですが、「タララータララー」に続く「タララララタララララー」こそまさに５拍子。「月・

火・水・木・金」という平日のリズムに恐ろしさが生じ、日常や勤労に対する喜びを奪っていたのです。 

 

 ・中点は「１・２・３・４・５・１・２」「月・火・水・木・金」はてびき 102 ページ（２）②で１マスあけでと考えて一マ

スあけででいいのかなと考えて「１■２■３■４■５■１■２」「月■火■水■木■金」。 

 

 ・「タララータララー」「タララララタララララー」は歌うときのようなマスアケで「タララー■タラ

ラー」「タララララ■タララララー」でいいですか？ 

 

【回答】 

 すべてお考えの通りです。中点の箇所も、「タララータララー」と歌っていると 

ころも、お書きになったマスあけでよいと思います。 

 

中点 

「１・２・３・４・５・１・２」「月・火・水・木・金」 → 「１■２■３■４■５■１■２」「月■火■水■木■金」 

 

・『てびき 102 ページ』（２）② より 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

マスアケ 

・「タララータララー」→「タララー■タララー」 

・「タララララタララララー」→「タララララ■タララララー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ひとりで生きると決めたんだ』より 



 

 

 

 

 

『点訳のて

びき 第３

版  Q＆A 

第2集』より 

 

 

  

 

 

 

『本間一夫と日本盲人図書館』より 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

『初めての点訳第 3版・指導者マニュアル』より 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

『点訳のてびき 第３版 Q＆A 第２集』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム・点字表記の語例』より 「百」がつく言葉抜粋 

 

五十日百日の祝い イカ■モモカノ■イワイ 

一罰百戒 数１バツ■ヒャッカイ 

嘘八百     ウソ■ハッピャク 

お百度参り オ数１００ド■マイリ 

漢方百薬の長 カンポー■ヒャクヤクノ■チョー 

疑問百出 ギモン■ヒャクシュツ 

五十歩百歩 数５０ポ■ヒャッポ 

五百羅漢 数５００＝ラカン 

四十八茶百鼠 シジューハッチャ■ヒャクネズミ  江戸時代の色のバリエーション。非常に多くの茶・

鼠色のこと 

老舗百貨店 シニセ■ヒャッカテン 

四百四病 シヒャクシビョー  「人間のかかる病気のすべて」の意 

四百余州 シヒャクヨシュー  「中国全土」のこと 

諸子百家 ショシ■ヒャッカ 

数百冊     スーヒャクサツ  

雀百まで踊り忘れず スズメ■ヒャクマデ■オドリ■ワスレズ 

年百年中 ネンビャク■ネンジュー 

八百八町 数８ピャクヤチョー 

八百八橋 数８ピャクヤバシ 

一金百万円也 ヒトツ■キン■数１００マンエンナリ 

百害あって一利無し ヒャクガイ■アッテ■数１＝リ■ナシ 

百獣の王 ヒャクジューノ■オー 

百条委員会；１００条委員会 数１００ジョー■イインカイ 

百戦錬磨 ヒャクセン■レンマ 

百態     ヒャクタイ さまざまな様子 

百度参り 数１００ド■マイリ 

百日芋     ヒャクニチイモ   「じゃがいも」のこと 

百年忌     数１００ネンキ 

百年杉     ヒャクネンスギ  

百聞は一見に如かず ヒャクブンワ■数１ケンニ■シカズ  

百発百中 ヒャッパツ■ヒャクチュー 

百万遍念仏 ヒャクマンベン■ネンブツ 

百も承知 ヒャクモ■ショーチ 

富嶽百景 フガク■ヒャッケイ 

文句を言うなんて百年早い モンクヲ■イウナンテ■ヒャクネン■ハヤイ 

現場百遍 ゲンバ■ヒャッペン 

一念五百生 イチネン■数５ヒャクショー 一念の妄想の報いを五百生にわたって受けるという

戒め 

天神地祇八百萬神 アマツカミ■クニツカミ■ヤオヨロズノ■カミ 

百の顔を使い分ける ヒャクノ■カオヲ■ツカイワケル 



点訳のてびき１１６－１１９ 伏せ字とマーク類 

        『改訂版 点訳問題集２』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 あてはまる項目の□に✔を付けてください。 

 あてはまる無こーもくの無拗てっくらんに無拗てっく無まーくを無 

つけて無く濁たさい。 

 

注意が必要です。無無七七各項目のチェック欄は省略。七七 

 拗つーい濁か無ひつよー濁てす。無無七七かく無こーもくの無 

拗てっくらんわ無拗そー拗らく。七七 

 

 

 

 



 『点訳フォーラム』より 

 

22．p193 ２．マーク類の書き方 

行頭にチェックマークを入れる□がついた文の□の書き方について質問です。 

空欄符号、伏せ字符号は使えないので箇条書きとして□を省略してよいでしょうか。この１ページ後に

「チェックリスト」として同じ文をまとめて書いた表があります。ここの書き方としては、見出しの後に点

訳挿入符を使い次のようにしました。 

「各項目のまえのチェックマークを入れる空欄の省略、便宜上各項目の始めにａ．～ｊ.の番号を付けた」

というような内容を付記しました。 

 

【Ａ】 

前の方は、□を省略して箇条書きにするのがよいと思います。 

チェックリストの表の方は、お考えのように《○○ページと同じ文が掲載されています。各項目冒頭にチ

ェックを入れる欄があります。》などのように点訳挿入符で説明するとよいと思います。冒頭に記号や

番号を補うのが有効な場合もあると思いますが、単にチェックすることだけが想定されている場合は、

番号なしの箇条書きでもよいと思います。 

「○○ページ」には点訳書の該当ページを入れます。点訳でも前のページであれば「ゼンページ」でも

よいと思います。 

 


